
付録2．一般的構造と主な着目点 

 

横断歩道橋の定期点検における部材の主な着眼点の例を以下に示す。 

なお、漏水・滞水により変状が急速に進展する場合があること、鋼材に沿ったうき・剥離が見られたり、

ひびわれからの漏水や錆汁が見られる場合には、耐荷性能に与える影響や劣化の進展性について慎重に判断

しなければならない。 

 

2．1 上部構造 

上部構造の定期点検において着目すべき主な箇所の例を付表2－1に示す。 

 

付表2－1 定期点検時の主な着目箇所の例 

 



 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

2．2 下部構造 

下部構造の定期点検において着目すべき主な箇所の例を付表2－2に示す。 

なお、橋脚等の土中部については、周辺の地盤に変位や沈下が生じている場合や可視部の外観から

部材等の変状が疑われる場合には、必要に応じて試掘や非破壊検査等を行う必要がある。 

 

付表2－2 定期点検時の主な着目箇所の例 

 

  



 

 

 

 

  



 

2．3 階段部 

階段部の定期点検において着目すべき主な箇所の例を付表2－3に示す。 

 

付表2－3 定期点検時の主な着目箇所の例 

 

  



 

 

 

 

  



2．4 その他 

その他の着目すべき主な箇所の例を付表2－4に示す。 

 

付表2－4 定期点検時の主な着目箇所の例 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 


